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１．緒言 

我々はこれまで、輝尽性蛍光体を利用して熱中性子及び高速中性子を別々に測定する方法を検討し

実験を行ってきた。今回、輝尽性蛍光体を用いて広いエネルギー領域の中性子を測定する方法につい

て検討を行い、実験を行ったのでその結果について報告する。 

２．実験 

実験では、輝尽性蛍光体として KCl:Eu2+を選択した。製作方法

は文献[1]に従って行った。本蛍光体と中性子有感物質として 6LiF、

高速中性子用ラジエータとしてポリエチレンを十分に混合した後、

プレス機で成型しペレット状のサンプルを得た。今回は本サンプ

ルの高速中性子照射特性を調べた。照射は原子力機構の FNS にて

行った。高速中性子照射後レーザーを照射してサンプルからの輝

尽性蛍光出力を測定した。 

３．結果及び考察 

KCl:Eu2+蛍光体の重量比を x、6LiF の重量比を y とすると、この

場合の輝尽性蛍光出力 PSL(x,y)は、 
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と導出できる。ここに、 
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で、K は定数、はバルク密度、Etotal はサンプルへのトータル

の付与エネルギー、dE/dx はストッピングパワーである。 

図 1 にモンテカルロ計算よって計算した、幾つかの粒子によ

る本サンプルへの付与エネルギーを示す。ただし、輝尽性蛍光

体と 6LiF の重量比（つまり、x:y の値）は文献[2]の値を採用し

て固定した。KCl/LiF の重量比が増大するにつれて陽子によるエネルギー付与が減少するが、Etotal

はあまり変化しないことがわかる。図 2 に KCl/LiF の重量比を変化させた場合の実験結果、及びこ

れを上式でフィッティングしたものを示す。計算結果と実験結果はよく一致することがわかる。また、

最大の輝尽性蛍光出力が得られるのは KCl/LiF の重量比がおよそ 0.95 のときであることがわかる。 

図 1 KCl/LiF の重量比を変えた場合の付

与エネルギー 

 

図 2  KCl/LiF の重量比を変えた場合の輝

尽性蛍光出力 
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